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施 策 目 標 を 達 成 す る た め の 取 組 方 針

Ｂ
より多くの市民に学習機会を提供するため，市民の学習ニーズを的確に捉え，より内容の充実したものを実
施していくこと。

４年目の取組みであり，今後も宇都宮大学教育学部との連携事業を継続し，理論と実践を統合した研究を重
ね人間力向上を推進していくこと。なお，今後は市内他大学との連携も進めていく必要がある。

継続

施策目標を達成するためには，経済的理由により，修学が困難な者への支援が必要であり，奨学金貸付制度
は，事業手法として適切で効果の高い事業であることから，今後も継続して実施していくこと。ただし，貸
付を必要としているニーズを掘り起こすためのＰＲの強化や収納率の向上に努める必要がある。

継続A
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宇都宮大学との連携や市民大学の開催は，高度で専門的な学習機会の充実に大きく貢
献している。また，奨学金貸付事業は，経済的な理由で修学が困難な者に対して等し
く学習機会を提供する事業として有効性が極めて高い。
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本施策は，高度で専門的な学習機会を充実させるため，社会教育分野での学習
機会の充実と学校教育分野（高校・大学等）での学習機会の確保，修学支援を
目的とする２種類の事業を展開している。
社会教育分野では，宇都宮大学と連携し，公開講座の開催を働きかける手法と
市が直接学習機会を提供する手法（市民大学の開催）をとっている。
今後は，宇都宮大学以外の市内７大学との連携を強化し，公開講座を拡大する
必要がある。
学校教育分野では，奨学金貸付事業を実施しているが，卒業生の返還で在校生
の貸付金を賄うというシステムを保持するため，連帯保証人からの回収や法的
措置の実施などにより，収納率を上げる必要がある。
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説

明

説

明

市内８大学の公開講座数は増加しており，高度で専門的な学習機会が充実してきてい
る。また，奨学金の融資条件該当者への融資率は100%となっており，修学困難者に
対する高度で専門的な学習機会の確保が図られている。

説

明（70%未満）

これまで以上に，市民一人ひとりの自己実現を支援し，高度で専門的な学習機会を充実することが求められていることから，奨学金貸付事業のＰＲや収
納率の向上，市内大学との連携促進，ニーズを捉えた市民大学における学習機会の提供，および，より高度で専門的な学習機会を提供するリカレント教
育を推進していく。

高校，高等教育の充実は，本市の人材育成のために必要な施策である。よって，奨学金貸付事業については，必要とし
ている人に相応の貸付ができるよう，積極的に周知していくこと。また，リカレント教育については，高等教育機関等
で実施している高度で専門的な講座等の情報を集約し，市民に対してより積極的に情報を提供していくこと。

②政策評価
会議意見

奨学金貸付事業の貸付者数は，前年度と比較して減少していることから，必要として
いる人に貸付ができるよう，十分周知する必要がある。

減少している
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明

前年度と比較して市民大学の受講者数は，開催回数の増加に伴い増えている。奨学金
の貸付者数は減少しているが景気の悪化により，今後ニーズが拡大するものと思われ
る。
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市民一人ひとりの自己実現が図られる高度で専門的な学習機会の充実への取組が求められている。
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信頼される学校教育が推進され，児童生徒が充実した学校生
活を送っています。
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市民が自己実現を図るために必要な，高度で専門的な学習機会や場が充実しています。
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４　施策を構成する事務事業一覧
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